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n これから国⼟の捉え⽅は⼤きく変わるのではないか。(いわば国⼟2.0)
• 簡単に⾔えばハードのインフラ整備＝国⼟開発ではない。
• デジタルという局⾯で⾔えば、例えば5Gネットワークはもちろん⼤事だが、より⼤事なのは
それによる社会活動の変化である。

• (専⾨外だが)地球環境のアングルから⾒ても同様のことがあるのではないか。

n そうした変化を現時点で全て予⾒して「計画する」ことはできない。

n だとすると「前提が変わりつつある」という問題意識を表明した⽅が良い。
• そうでないと国⼟計画をなぜいま作るのか、適切な説明ができなくなるのではないか。

n それが「中⾼⽣に伝える」という意味でもある。
• ⼤⼈がわかっていることを「わかりやすく」伝えるという意味ではない。
• ⼤⼈が「分かっていない」「迷っている」ことを彼らに伝えるのが、誠実であり正しいのではないか。
• それで初めて彼らにも意味のある・興味を持てる国⼟計画になるのではないか。

今⽇お話ししたいこと・・・私の考え⽅
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本⽇の構成

I デジタル化とは何か

II DXはどう進めるべきか

III  DXと国⼟計画
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I デジタル化とは何か



⼈間の課題が解ける

機械(コンピュータ)に理解させる

ここをどうつなぐのか?

l 最初は⼤きくかけ離れていた。

l コンピュータは万能そうだったが、ゼロイチしかわからず、⼈間の
解きたい課題をどう伝えれば良いのかわからなかった。

l つまり、なんかすごそうだが持ち主が使い⽅がわからない
アラジンの魔法のランプだった。

１.1 デジタル化を⼀⾔で
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1.2 デジタル化のかたち①

⼈間の課題が解ける

機械(コンピュータ)に理解させる

レイヤー

レイヤー

レイヤー

レイヤー

レイヤー

コンピューターと⼈間の間をレイヤーを積み重ねることで結びつけてきた歴史。

ゼロイチで表現す
ればいいんだ

インターネットで世界
中の⽂書やデータを⾃由
にやりとりできるんだ

OSを作ればアプリが
⾊々乗るんだ

GPT-3で文章が自動的に
書けちゃうんだ



n 単純化すると、上下2段のウェディテングケーキのようになっている。
n クラウドサービスはこういうかたちをしている。

計算処理基盤
計算する＋記憶する

データ解析
データからソリューションを作る

(出所)ミン・ゾン「アリババ」の情報を元に筆者作成

1.3 デジタル化のかたち②
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1.4 デジタル化の現在地①

n レイヤーが積み上がって、ミルフィーユのような形になった。

n ⼀番上の層が⼈間の実課題と直接接するようになった。

n 顧客の経験する内容をソフトウェアが決めるようになった。
⇨様々なレコメンド機能
⇨Netflixのサービス
⇨UXが⼤事だと、ことさらに⾔われる

n ⼈間が処理してきた多くのことをソフトウェアで置き換え/サポートできるようになった。
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計算処理基盤

データ解析

レイヤー ピラミッド

顧客の経験、⼈間の課題

DX ＝ ピラミッド型の組織・仕組みがレイヤー構造に置きかわる。

⾝近な例
部下や他部⾨にいちいち聞いたり(ブロックチェーンとは何か?)資料を発注するよりも、⾃分で検索して
しまった⽅がずっと早いし、わかりやすい資料が⼭ほどある ⇨ それがレイヤー構造 残業もなくなる

レイヤーが
積み上がる

1.5 デジタル化の現在地②
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いま起こりつつあること・・・CPS(Cyber=Physical System)への移⾏
⇨⽇本産業にとっての最⼤のチャレンジ

サイバー空間

フィジカル空間(工場、建設土木)

サイバー空間に転写する フィジカル空間の性格を変える
Reconfigurableになる
≓レイヤー構造になる

1.6 デジタル化の現在地③
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II DXはどう進めるべきか
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2.1 DXとは

n DXとは今のビジネスをそのままデジタル化することではない

n まずビジネスを「レイヤー、ミルフィーユとして捉え直す」ことが必要

いま
As is

レイヤー
ミルフィーユ

として見る

デジタル
武装

未来
To be



⾝近な例で⾔うと・・・
Q: なぜ紙の書類がいつまでも無くならないのか?
A: 書類をそのままデジタル化しようとするからである。

⇨そんなことをすると「ファックスは廃⽌したので、プリントアウトして押印した⽂書をスキャンして
pdfにしてメールで送ってください」という話になり、⼀体全体何を解決しているのかさっぱりわからなくなる。
そして結局書類は無くならない。

2.2 レイヤー化しないでデジタル化すると「なんちゃってDX」になる。

しかしこの「おかしさ」に気づくと、「ホンモノDX」ができる。
⇨本来やるべきことは「意思決定・情報共有の効率化」であり
「書類の廃⽌・デジタル化」ではない。
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n 本屋の本棚にある本(既存のツール、ソフトウェア)をまず眺める。

n 使えるものは使って⾃分のビジネスを組み⽴ててみる。
↔いまある業務フローをシステム化する

n そうすると⾃分のビジネスを⾃然にレイヤー構造として捉えられる。
∵ツールはレイヤー構造になっているから

n 無理には⾃前で作らない/ない場合にはじめて⾃分で作って⾜し算する。

n 作ったら他社にも使ってもらう。(それがプラットフォーマーになる、ということ。)

2.3  「本屋にない本を探す」「⽩地図を書く」
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2.4 「レイヤー」で考える 〜 ラーメンの例で

ラーメンをこのように分解するのが、「レイヤー構造で考える」ということ
・「特製◯◯ラーメン」しか許さないのが垂直統合型・ピラミッド型＝昭和の会社
・「〇〇社(省)特製意思決定」をしているのが、いま世にある書類

レイヤーに分けてパラメータ設定を増やせば、ありとあらゆるラーメンを⾃由に作れる
⇨それがソフトウェアの発想、変⾰の思考法

ラーメン屋に⾏った(経営している)あなた

とりあえずいつもの「特製◯◯ラーメン」を注⽂する
⇨美味しいけどいつも同じじゃ飽きるな・・・
⇨気分に合わせて好みのラーメンを注⽂したい・・・

Ø 麺の硬さを変えてみる(硬め、バリ硬、ハリガネ・・・)
Ø 脂っこく(なく)してみる
Ø トッピングを変える
Ø スープの種類を変える(醤油、味噌、塩)
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III  DXと国⼟計画
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n 「データを共有してサービス・ソリューションを提供する」というのは、間違い
ではないが、問題の核⼼・本質ではない。

n 地⽅でもDXは「経営問題」だと考えるべきである。
地⽅を経営するとは?
⇨個々の企業の経営ではないし、⾃治体経営に⽌まらない

地⽅創⽣とは「地⽅経営改⾰」問題であり、DXはその⼿段である。

地⽅創⽣から話を始める
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企業 企業 病院 企業
企業はそれを利⽤し
各々独⽴して経営し

競争する

n 官⺠は分ける
n 企業も独⽴独歩

地⽅公共団体等がインフラ(道路、⽔道、消防・・・)を整備する

これまでの国⼟計画もこう
いう発想でできているはず。
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個別サービス

データ基盤

n 官⺠は分けられない。
n 地域全体がレイヤー構造になる(サンドイッチのようになる?)
n 企業はデータとツールを共有する。
n その全体を「誰がどのように経営するのか」が課題になる。

企業 企業

企業

企業

自治体



みちのりグループ

みちのりグループ

4,837⼈

経営共創基盤

みちのり
ホールディングス

計

100%出資

従業員

⾞両
（バス）

⾞両
（その他）

2,458台

岩⼿県北バス
グループ

414台

928⼈

11台
（カーシェア）

・岩⼿県北⾃動⾞
・東⽇本交通
・みちのりトラベル東北
・浄⼟ヶ浜パークホテル
・瑞光（旅館︓四季亭運営）
・宮古エコカー
シェアリング

福島交通
グループ

543台

914⼈

6編成14両
（鉄道）

・福島交通
・福交整備
・福島交通観光
・フクコーアド
・福交保険
サービス

会津バス
グループ

196台

467⼈

81台
（タクシー）

・会津乗合⾃動⾞
・会津トラベル
サービス
・ATS保険サービス
・あいづスタッフ

関東⾃動⾞
グループ

612台

980⼈

・関東⾃動⾞
・関東⾃動⾞整備
・関東ツアー
サービス
・やしお観光バス
・那須交通

茨城交通
グループ

693台

1,417⼈

95台（タクシー/ハイヤー）
220台（レンタカー）

・茨城交通
・運⾏マネジメント
サービス
・電鉄タクシー
・なの花交通バス
・ひたちなか海浜
鉄道（49%出資）

湘南
モノレール

107⼈

7編成21両
（鉄道）

みちのり
トラベル
ジャパン

4⼈

※従業員数・⾞両台数は2021年8⽉31⽇時点

100%出資

20⼈

実例の紹介



縦串・横串のグループ経営 〜 みちのりのケース

岩⼿県北
バス
グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東⾃動⾞
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

※⼈数はイメージ

みちのり
HD

横串
メンバー

プロパー社員との緊密なコミュニケーション

安全対策（事故防⽌策の横展開、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

経営管理・ビジョン共有・営業企画

旅⾏（新型企画の横展開、共同企画・海外インバウンド）

予約システムの改善、新路線企画

整備（整備基準のベンチマーキング・⾞両修繕費削減・燃費改善）

共同購買（⾞両、IC、ドライブレコーダー、情報システムなど）

路線活性化活動の横展開

オペレーション共有（⼈事制度改⾰、営業企画など）
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「⽣産性格差問題」解決した
How: 横串を刺して「仕組み」を持ち込んだ

n ⼤企業⼈材を中⼩企業に招聘すると効果があるのはなぜか
⇨⼤企業では当たり前の「仕組み」(経理、⼈事、⽣産管理、営業・・・)を導⼊できるから

n 「仕組み」を持ち込むということは、企業・部⾨・ラインに固有ではない「横割りの発想」
で考える、のと同じこと・・・つまり「レイヤー」を持ち込んでいる(「ラーメン」のように考えた)

みちのりが実現したこと

農業DX
でも同じこと
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地⽅創⽣をサポートする
How: 地域を⼀つのUXとして考える

n 地域医療が問うていること
• 個々の病院経営の改善、個々の疾病対策は解決にならない
• 地域医療(かかりつけ⇨救急⇨介護)という⼀つのUXをデザインし提供する必要

n みちのりが⽬指すこと①
まずは交通を⼀つのUXにする
→ ダイナミックルーティング＋どこでもバス停
→混乗(路線、スクール、市⺠)もやりやすく
→送迎をオンタイムで(安全安⼼)

n みちのりが⽬指すこと②
• 交通以外も組み合わせた地域UXを実現する
• それが真のMaaS=交通＋⽣活＋観光

みちのりが⽬指すこと
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ここで国⼟計画に⽴ち戻る

みちのりがやっいてることを⼀般化すると何をしていることだと⾔えるのか

ダイナミックルーティングを⼊れてみると・・・
⇨路線バス、病院バス、スクールバス・・・等を物理的に分ける意味はない

合わせて⾞両も変えてみると・・・
⇨貨客の区別の意味がなくなる

いずれ・・・
⇨シェアリングと区別がなくなる(公共交通とは何か?ということになる)

デジタルツールを⽤いて転写するとフィジカル側がreconfigurable(応⽤⾃在)になる
n ツールは⼀つ(ものすごく単純化すればAI)であり、共有化されていく
n ⾞種の区別は意味が薄れる
n 安全⾛⾏、⾞内のセキュリティ確保を含めてツールは⼀つになっていく
n UXをどう設計するか、が先であり、物理的なモノやインフラの設計ありきではない
n 個々の住⺠・利⽤者が得る経験はカスタマイズ可能になる
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冒頭に戻る・・・私の考え⽅

n これから国⼟の捉え⽅は⼤きく変わるのではないか。(いわば国⼟2.0)
• 簡単に⾔えばハードのインフラ整備＝国⼟開発ではない。
• デジタルという局⾯で⾔えば、例えば5Gネットワークはもちろん⼤事だが、より⼤事なのは
それによる社会活動の変化である。

• (専⾨外だが)地球環境のアングルから⾒ても同様のことがあるのではないか。

n そうした変化を現時点で全て予⾒して「計画する」ことはできない。

n だとすると「前提が変わりつつある」という問題意識を表明した⽅が良い。
• そうでないと国⼟計画をなぜいま作るのか、適切な説明ができなくなるのではないか。

n それが「中⾼⽣に伝える」という意味でもある。
• ⼤⼈がわかっていることを「わかりやすく」伝えるという意味ではない。
• ⼤⼈が「分かっていない」「迷っている」ことを彼らに伝えるのが、誠実であり正しいのではないか。
• それで初めて彼らにも意味のある・興味を持てる国⼟計画になるのではないか。
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国土1.0 国土2.0

n 重いものの順に決める

n 新しく作るものを決める

n 社会インフラの上に⺠間活動が乗る

n 役割を分ける

n ハードインフラの配置を決める

n 決めたら順次実施する

n 軽いものが重いものに影響する

n 残すものを決める

n 社会インフラと⺠間活動が⼊れ⼦になる

n 役割を兼ねる

n ハードとソフトを合わせてデザインする
・規制
・政府のあり⽅

n アジャイルに根本から⾒直し続ける

国⼟2.0?
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国⼟1.0: 重いものの順に決める 国⼟2.0: 軽いものが重いものに影響する

道路が整備
されると、
経済社会活動
の範囲が決まり、
⾃動⾞が⾛る

⾃動⾛⾏技術
ができると、
経済社会活動
のあり⽅が決まり、
道路の整備⽅針が決まる
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国⼟1.0 新しく作るものを決める 国⼟2.0 残す(守る)ものを決める
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Before
n 社会インフラの上に⺠間活動が乗る
n 役割を分ける(学校/病院/家庭/カフェ)
n ハードインフラの配置を決める

After
n 社会インフラと⺠間活動が⼊れ⼦になる
n 役割を兼ねる
n ハードとソフト・規制を合わせてデザインする
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国⼟1.0: 役割を分ける 国⼟2.0: 役割を兼ねる

臨機応変
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サイバー空間
計算処理基盤＋データ解析

人間の課題の解決＝UX

フィジカル空間

ガバナンス、規制

国土1.0

国土2.0
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ૼẺễ࢟םᚘဒỉሊܭỆ࢘ẺẾềỉᎋả૾

䛀➨�䛁
♫⤒῭ໃ䛾ᛴ䛺ኚ䛻ᑐ䛧䛶䚸ィ⏬䛻ᐃ䜑䜛ಶู䞉
ලయ䛾⟇䞉ᑐᛂ⟇䛾䝺䝧䝹䛷ኚ᭦䜔㏣ຍ䛺䛹䛜ᚲせ䛸
ㄆ䜑䜙䜜䜛ሙྜ䛻䛿⮫ᶵᛂኚ䛻ᑐᛂ䛧䛶䛔䛟ᚲせ䚹

䐟≧ἣኚ䛻ᛂ䛨䛶䚸ᡭẁ䜢ぢ┤䛩ᚲせ䛜䛺䛔䛛᩿䛻᳨ウ䛧
䛴䛴䚸ᚲせ䛜䛒䜜䜀⮫ᶵᛂኚ䛻䛭䛾ኚ᭦䜔㏣ຍ➼⾜䛖䛣䛸䜢᥎
ዡ䛩䜛䚹
䐠⟇䞉ᑐᛂ⟇䛾ᐇ≧ἣ䜔ぢ┤䛧≧ἣ➼䜢ᐃᮇⓗ䛻☜ㄆ䛧䚸
䛭䛾⤖ᯝ䜢බ⾲䛩䜛䚹
䐡ᇶᮏⓗ᪉ྥᛶ䜢ぢ┤䛥䛦䜛䜢ᚓ䛺䛔≧ἣ䛻⮳䜜䜀䚸ᅜᅵᙧ
ᡂィ⏬⮬య䜢ぢ┤䛩䚹
䛣䛸䛸䛧䛶䛿䛹䛖䛛䚹

䛀➨�䛁
䝇䝬䞊䝖䝅䝔䜱䛺䛹䚸≉ᐃ䛾䝕䝆䝍䝹ᢏ⾡䜢୍䛾ᨻ⟇ศ㔝
䛾䜏䛺䜙䛪䛾ศ㔝䛻䜒ඹྠ䛧䛶ά⏝䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸
ᆅᇦ䛻䛚䛡䜛」ᩘ䛾ㄢ㢟䛾ゎỴ䛻⧅䛢䛶䛔䛟䛣䛸䛜ྍ⬟䚹
䝸䜰䝹䛾ᨻ⟇䛻䛚䛔䛶䜒䛣䛾⪃䛘᪉䛿ᛂ⏝ྍ⬟䚹

ᨻ⟇ศ㔝䛤䛸䛾ලయⓗ䛺ᑐᛂ⟇䛿┒䜚㎸䜏䛴䛴䜒䚸䛾ᨻ⟇
ศ㔝䛸䛾㐃ᦠ䛾ᅾ䜚᪉䛸䛧䛶䚸䛚䛔䛻⏝䛩䜛䛣䛸䛷䝃䞊䝡䝇
ྥୖ䜔ᴗົຠ⋡䛻⧅䛜䜛ᡭẁ䛜䛺䛔䛛᥈䜚䚸䛭䛾䜘䛖䛺ᡭẁ
䛿䛷䛝䜛䛰䛡ඹྠ䛷ά⏝䛧䛶䛟䜉䛝䛣䛸䜢ィ⏬య䜢㈏䛟ᣦ㔪
䛸䛧䛶ᡴ䛱ฟ䛧䛶䛔䛳䛶䛿䛹䛖䛛䚹

䛀➨�䛁
ิᣲ䛩䜛ᑐᛂ⟇䛻䛿䚸┠ᶆ䛜♧䛥䜜䛶䛚䜙䛪䚸䜎䛯䚸䝇
䝔䞊䜽䝩䝹䝎䞊䛸䛭䛾ᙺ䛜ศ䛛䜙䛺䛔䜒䛾䛜䛒䜛䚹≉䛻䚸
ᆅᇦఫẸ䛿䛨䜑Ẹ㛫䛾యⓗ䛺ᙺ䜢ᮇᚅ䛩䜛ሙྜ䛻䛿䚸
䛭䛾᪨䜢᫂☜䛻♧䛩ᚲせ䚹

ྛᑐᛂ⟇䛻䛴䛔䛶䚸┠ᶆ䜢䛷䛝䜛䛰䛡ලయⓗ䛻♧䛩䛸䛸䜒䛻䚸ᅜ䚸
㒔㐨ᗓ┴䚸ᕷ⏫ᮧ䚸Ẹ㛫ᴗ⪅䞉ᅋయ䚸ఫẸ䛺䛹䚸ィ⏬ᐇ䛻
ಀ䜛ྛ䝇䝔䞊䜽䝩䝹䝎䞊䛾ලయⓗ䛺ᙺ䜢᫂☜䛻䛧䛶䛿䛹䛖䛛䚹

䛀䛭䛾䛁䙵௬䛻䚸ィ⏬⟇ᐃⅬ䜎䛷䛻䚸᪉ྥᛶ䜔ᑐᛂ⟇䜢Ỵ䜑䜙䜜䛺䛔䜒䛾䛜䛒䜜䜀䚸ᑗ᮶䛾ୡ௦䛻ጤ䛽䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔ㄢ㢟䛸䛧䛶᫂♧䛧䚸ᅜẸ䛾㛫䛷ㄢ㢟䜢ඹ᭷䛧㆟ㄽ䜢㔊ᡂ䛧䛶䛔䛟䚹
䙶ᅜᅵᙧᡂィ⏬䛾㛶㆟Ỵᐃᚋ䚸㒔㐨ᗓ┴䚸ᕷ⏫ᮧ䚸Ẹ㛫ᴗ䚸ఫẸ䛺䛹ྛ䝇䝔䞊䜽䝩䝹䝎䞊ู䛻䛭䜜䛮䜜ྥ䛡䛾䝞䞊䝆䝵䞁䜢సᡂ䛧䚸ィ⏬䛾ᬑཬ䚸᥎㐍䜢ᅗ䜛䚹

䛀➨�䛁
䝕䝆䝍䝹䛜ᆅᇦ䛻䛘䜛䜲䞁䝟䜽䝖䜢๓ᥦ䛻䚸䐟ᅜᅵ䛻ಀ
䜛ྛᨻ⟇ศ㔝䛻䛴䛔䛶䝕䝆䝍䝹䜢ᶓ୵䛻䛧䛯᳨ウ䜢⾜䛔
䛴䛴䚸䐠䝕䝆䝍䝹✵㛫䛸䝣䜱䝆䜹䝹✵㛫䛾᪉䛾ᅾ䜚ᵝ䛸
㛵ಀ䜢㛗ᮇⓗ䛺どⅬ䛷⪃䛘䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔௦䛸䛺䛳
䛯䚹

䝕䝆䝍䝹✵㛫䜢๓ᥦ䛸䛧䛶ᅜᅵ䛵䛟䜚䜢㐍䜑䛶䛔䛟䛣䛸䛸䛧䚸䝣䜱䝆
䜹䝹✵㛫䛸䝕䝆䝍䝹✵㛫䜢୍య䛾䜒䛾䛸䛧䛶⪃䛘䚸䝕䝆䝍䝹䛸䝸
䜰䝹䜢⤌䜏ྜ䜟䛫䜛䛣䛸䛷䚸㇏䛛䛷άຊ䛒䜛ᅜᅵ䞉ᆅᇦ䜢ᐇ⌧䛧
䛶䛔䛟ィ⏬䛸䛩䜉䛝䛷䛿䛺䛔䛛䚹

䛀➨�䛁
㏱᫂䛷ᛴ⃭䛺௦ኚ䛾୰䚸ᆅᇦ⏕άᅪ䛾ᙧᡂ䜔ዪ
ᛶά㌍䛾᥎㐍➼䜢ᐇ⌧䛩䜛䛯䜑䚸ᆅᇦ䛾㛵ಀ⪅䛻䛹䛾䜘
䛖䛺άື䛜ồ䜑䜙䜜䜛䛾䛛䚸䜘䜚୍ᒙ᪉ྥᛶ䜢♧䛧䛶䛔䛟
ᚲせ䚹

䛀➨�䛁
ᅜᅵ䜢ᕠ䜛ㄢ㢟䛜」㞧䞉ᗈ⠊䛩䜛୰䚸ᆅᇦ䛵䛟䜚䛻䛚
䛡䜛㔜せ䛺せ⣲䛸䛧䛶䚸䛣䜜䜎䛷௨ୖ䛻⾜ᨻ䛸Ẹ㛫䛾ከᵝ
䛺䝇䝔䞊䜽䝩䝹䝎䞊䛜㐃ᦠ䞉༠ാ䛧䛶䛔䛟ᚲせ䚹

ᅜᅵ䞉ᆅᇦ䛸䛔䛖✵㛫䛾ᙧᡂ䛾ᅾ䜚᪉䛸ే䛫䚸ᅜᅵᙧᡂィ⏬䛾
ἲᐃィ⏬㡯䛜┠ᣦ䛩౯್䜢ᐇ⌧䛧䛶䛔䛟䛯䜑ᚲせ䛺⠊ᅖ䛷䚸
ᆅᇦ䛻䛚䛡䜛䛂ே䚻䛾άື䛃䛾ᅾ䜚᪉䛻䛴䛔䛶䚸ᅜẸ䛜ඹ㏻䛧䛶
┠ᣦ䛧䛖䜛ලయⓗ䛺᪉ྥᛶ䜢ᙉㄪ䛧䛶♧䛧䛶䛔䛳䛶䛿䛹䛖䛛䚹

ᅜ䜔㒔㐨ᗓ┴䚸ᕷ⏫ᮧ䛸䛔䛳䛯⾜ᨻ䛸䚸Ẹ㛫ᴗ⪅䞉ᅋయ䚸ఫ
Ẹ䛸䛔䛳䛯Ẹ㛫䛾ᵝ䚻䛺䝇䝔䞊䜽䝩䝹䝎䞊䛜䚸䛭䜜䛮䜜ィ⏬ᐇ
䛾య䞉䝟䞊䝖䝘䞊䛸䛧䛶䚸䛣䜜䜎䛷௨ୖ䛻㐃ᦠ䞉༠ാ䛧䛶ᅜ
ᅵ䞉ᆅᇦ䛵䛟䜚䜢㐍䜑䛶䛔䛟䜉䛝䛣䛸䜢䚸ィ⏬య䛸㈏䛟⪃䛘᪉䛸
䛧䛶ᙉㄪ䛧䛶䛔䛳䛶䛿䛹䛖䛛䚹

㈨ᩱ䠎䠉䠍

᪂䛯䛻⟇ᐃ䛩䜛ᅜᅵィ⏬䛿䚸┠ᣦ䛩䜉䛝ᅜᅵീ䜢ᐇ⌧䛩䜛䛯䜑䛻ᐇຠᛶ䛾䛒䜛ィ⏬䛻䛩䜉䛝䚹

👈 「人々の活動」

👈
民間のステークホルダー
の連携・協働

👈

👈

👈

デジタル、フィジカル
一体

臨機応変

将来の世代

<参考> 第３回計画部会資料との関係
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ありがとうございました




